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４１） Devine, op．cit. p．１６２－３。
４２） バーロ，前掲書Ⅱ，p．２２。
４３） F・エンゲルス『反デューリング論』（『マ
ルクス／エンゲルス全集』第２０巻，p．３０２）。
４４） K・マルクス『ゴータ綱領批判』岩波文庫，
p．３８。
４５） K・マルクス『資本論』第１巻，青木書店，
p．７７５。
４６） K・マルクス『資本論』第３巻，青木書店，
p．１１５６。
４７） バーロ，前掲書，Ⅱ，p．２６，５３。エンゲル
スも，「社会のすべての成員がその能力を可能
なかぎり全面的に発達させ維持し行使するこ
と」の重要性を強調し，そのために細分化さ
れた業務間の移動の必要性を説き，その一例
として，建築技師が荷車を曳くこともあると
いうことを挙げていた（前掲書，p．２０７）。
４８） K・マルクス『資本論』第１巻，青木書店，
p．１１６０。
４９） K・マルクス『フランス語版資本論』下，
法政大学出版局，p．４５５。
５０） K・マルクス『資本論』第３巻，青木書店，
p．１１３６。
５１） 田畑稔は，「否定の否定」における「個人
的な私的所有」の「解放的《意味》」の実現を
重視し，「マルクスにあっては，…アソシエー
ションのもとでの所有形態が，一方では小経
営が提起した「個人的所有」問題の実現形態
として，かつ他方では資本制が提起している
「社会的所有」問題の解決形態として，二重
の視座ないし課題意識に支えられつつ，「高次
の綜合」として構想されているのである」と
して，「二重の視座」の把握の必要性を力説し
ている（『マルクスとアソシエーション』新泉
社，１９９４年，p．１８２－３）。そして，所有論に
続く労働論において，ここでも「否定の否
定」の構造がはらまれていると言って，「自由
時間」論を介在させながら，指揮労働と直接
労働，精神労働と肉体労働の対立の漸次的克
服を論じている（前掲書，p．１８９，１９３）。
５２） K・マルクス『資本論』第３巻，青木書店，
p．１２００。
５３） K・マルクス『資本論』第１巻，青木書店，
p．１７１。
５４） K・マルクスからクーゲルマンへの手紙，
『資本論に関する手紙』上，国民文庫，p．２１５。
５５） エンゲルス「反デューリング論」，『マルク
ス／エンゲルス全集』第２０巻，p．２９２。
５６） マルクスは，「貨幣資本は社会的生産〔社
会主義〕では見られない。…生産者たちは手
形を受け取り，これと引き換えに，社会的消
費在荷のうちから彼等の労働時間に相当する
分量を引き出すようにしてもよい。この手形
は貨幣ではない。それは流通しない。」と述べ
た（『資本論』第２巻，青木書店，p．４６６）。
５７） 長砂実「社会主義システムの問題性と可能
性」，鶴田満彦編著『現代経済システム論』日
本評論社，２００５年，p．２５８。
５８） 『レーニン全集』第２９巻，大月書店，p．１０１。
５９） 『レーニン全集』第２９巻，大月書店，p．３５７。
６０） 『レーニン全集』第３３巻，大月書店，p．１０４。
６１） スターリン『ソ同盟における社会主義の経
済的諸問題』国民文庫，１９５３年，p．２３，２６－
３０，６３－５，８０－１，１０８－９，１１０－１。
６２） 芦田文夫『社会主義的所有と価値論』青木
書店，１９７６年，p．２８１。
６３） 伊藤誠，前掲書，p．６０。伊藤は，置塩信雄
の業績に依拠しながら，この計算に用いられ
る連立方程式を説明している。
６４） 岡田裕之『社会主義経済研究 Ⅰ』法政大
学出版局，１９７５年，p．１５２。
